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編 集 後 記

　「仲間との化学反応からいろいろなアイディアがわきだす瞬間にワクワクした」そんな学生たち
の言葉は，「個」×「チーム力」の中でクリエイティビティが生まれることを物語ってくれます。令
和元年がスタートした 5 月 1 日，まさにこの記念すべき日に刊行された 5 月号をお読みくださった
皆様は，きっと同じような感想を抱かれたのではないでしょうか？総合・国際所属の先生方が，エ
ネルギーを注ぎ「テーマ」「素材」を探し「考察」という探究の冒険を続けたのちに生みだしてく
ださった珠玉の論文。私たち読者をインスパイヤーしてくれるヒントがいっぱいです。
　「ふわっ」と物事をとらえがちな私に，5 月号の玉稿は大切なことを教えてくれました。よく見
ること・しっかりと受け止めること・考えること・吟味すること・伝えるということ。先生方の探
究の旅は，対象をじっくりと観察することで，本質をくっきりつかもうとする「冒険」のプロセス
であり，その想いの「強さ」が読む者の心を強く揺さぶるのです。
　思考の設計図つくりに役立つヒントもいっぱいです。伝えたいことを絞り込み，全体の骨組みを
つくる執筆者のセンス，まねしたいのは次の Step。Step1 言いたいことを厳選，Step2 選択肢をと
ことん増やす，Step3 ベストなものを選び出し，組み立てる。ついつい自分の思考スタイルにとら
われがちな私たちに執筆者は語り掛けます「手を変え，品を変え，切り口を変えてみることで，常
識では見えないものが見えてくるよ」と。
　変化の激しい世の中で，新しい「ワクワク」「面白さ」を創造する「豊かな素材」を探す「学びの冒険」
これからも続きます。（Ｓ／Ａ）
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